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更生保護は、犯罪を犯した者や非行少年の立ち直りを支援し、再び犯罪や非行に陥ることがないように、地

域社会の中で必要な指導や助言、円滑な社会復帰や社会的自立を支援することを目的としている。本講義では、

更生保護制度に関わる制度、更生保護制度の担い手、関係機関・団体との連携について理解する。また、司法

領域でソーシャルワークが必要とされる根拠と背景、更生保護における近年の動向と課題に関する知識の習得

を目指す。DP(1)(2)(3)(4)(5) 

 

科目単位認定試験により評価。 

 

1) 司法分野でソーシャルワークが必要となった背景を説明することができる。 

2) 相談援助活動において必要となる更生保護制度について理解する。 

3) 更生保護を中心に、刑事司法・少年司法分野で活動する組織、団体及び専門職について理解する。 

4) 犯罪被害者支援分野で活動する組織、団体および専門職について理解する。 

5) 刑事・司法・少年司法分野の他機関等との連携のあり方について理解する。 
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第 1 章 更生保護制度の概要 

この章のポイント 

更生保護法第 1 条に、「犯罪をした者及び非行のある少年に対し、社会内において適切な処遇を行うこ 

とにより、再び犯罪をすることを防ぎ、又はその非行をなくし、これらの者が善良な社会の一員として自立

し、改善更生することを助ける」ことを掲げている。更生保護の内容は、仮釈放等、保護観察、生活環境の

調整、更生緊急保護、犯罪被害者等にかかわる制度、恩赦、犯罪予防活動と多岐にわたり、福祉との関連も

踏まえ理解する。 

 

 

第２章 更生保護制度の担い手 

この章のポイント 

日本の更生保護制度は、官民協働態勢に大きな特徴がある。本章では、更生保護制度の担い手である保護

観察官、保護司、更生保護施設、民間協力者（更生保護女性会、BBS 会、協力雇用主）の概要について理解

する。 
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第 3 章 更生保護制度における関係機関・団体との連携 

この章のポイント 

更生保護は刑事司法以外の機関や団体と連携して業務を展開している。本章では、裁判所、検察庁、矯正 

施設、児童相談所、公共職業安定所・自治体等、民間団体との連携を理解する。 

 

 

第４章 医療観察制度の概要 

この章のポイント 

 2003 年、「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律（以下、医療観

察法）」が成立した。本章では、本法の概要について理解する。 

 

 

第 5 章 更生保護の実際と今後の展望 

この章のポイント 

 本章では、保護観察官と社会復帰調整官の業務の実際について理解する。 

 


